
526.　10.　1
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
式
典
・

特

別

企

画

　
入
場
料
無
料
。
定
員
先
着
５
０

０
人
。
当
日
直
接
会
場
へ
。

　
【
主
な
内
容
】
次
の
通
り

　
●
市
民
文
化
祭
ポ
ス
タ
ー
入
賞

者
の
表
彰
＝
市
内
の
中
学
生
の
皆

さ
ん
か
ら
多
く
の
応
募
を
頂
き
ま

し
た
。
審
査
の
結
果
、
採
用
作
品

の
最
優
秀
賞
は
三
沢
苑
さ
ん
（
南

中
学
校
２
年
）
に
決
定
。
優
秀
賞

は
平
田
菜
美
さ
ん
（
南
中
学
校
２

年
）・
吉
野
帆
香
さ
ん
・
奥
山
悠
佳

さ
ん
・
飯
塚
亜
美
さ
ん
・
中
里
葵

さ
ん
（
い
ず
れ
も
下
里
中
学
校
１

年
）・永
野
杏
実
さ
ん
（
下
里
中
学

校
３
年
）・神
田
理
紗
さ
ん
（
西
中

学
校
３
年
）
の
７
人
が
選
ば
れ
ま

し
た
　
●
特
別
企
画
＝
都
立
東
久
留
米

総
合
高
校
筝
曲
部
、
文
化
協
会
主

催
子
ど
も
・
大
人
落
語
体
験
塾
生

に
よ
る
ミ
ニ
寄
席
、
男
声
コ
ー
ラ

ス
ダ
ン
デ
ィ
ー
ズ

ホ

ー

ル

部

門

　
●
音
楽
の
集
い
＝
独
唱
、
合
唱
、

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
ギ
タ
ー
、
ハ
ー

モ
ニ
カ
、
リ
コ
ー
ダ
ー
、 
二  
胡 
、

に 
こ

器
楽
合
奏
、
エ
レ
キ
バ
ン
ド
、
吹

奏
楽
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
を

心
ゆ
く
ま
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

　
●
歌
謡
の
集
い
＝
歌
謡
連
盟
の

会
員
と
市
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
し

て
、
歌
謡
曲
（
ポ
ッ
プ
ス
、
演
歌
、

ナ
ツ
メ
ロ
な
ど
）
を
発
表
し
ま
す

　
●
民
謡
・
民
舞
の
集
い
＝
秋
空

に
響
く
伝
統
あ
る
日
本
の
民
謡
。

会
員
が
日
頃
の
成
果
を
素
晴
ら
し

い
歌
声
に
乗
せ
ま
す
。
民
舞
は
生

音
を
華
麗
に
ま
と
め
た
組
踊
り
で

す
。
今
年
も
市
民
の
皆
さ
ん
が
大

勢
参
加
し
ま
す
。
最
後
に
毎
年
恒

例
の
鉢
花
の
抽
選
会
が
あ
り
ま
す

　
●
大
正
琴
の
集
い
＝
あ
の
暑
い

夏
が
過
ぎ
、
秋
の
文
化
祭
が
近
づ

く
と
心
ソ
ワ
ソ
ワ
で
す
。
ベ
テ
ラ

ン
に
混
じ
り
、
初
心
者
も
練
習
に

励
ん
で
き
ま
し
た
。
大
正
琴
の
集

い
は
土
曜
日
開
催
で
す

　
●
太
鼓
と
阿
波
踊
り
の
集
い
＝

伝
統
文
化
親
子
教
室
・
中
学
校
太

鼓
部
・
小
学
生
・
シ
ニ
ア
が
参
加

す
る
ほ
か
阿
波
踊
り
も
加
わ
り
、

に
ぎ
や
か
な
舞
台
に
な
り
ま
す

　
●
舞
踊
の
集
い
＝
舞
踊
連
盟
の

会
員
と
市
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
し

て
、
舞
踊
小
曲
、
日
本
舞
踊
、
歌

謡
舞
踊
、
民
謡
そ
し
て
琉
球
舞
踊

と
日
頃
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

小
さ
な
子
ど
も
も
一
生
懸
命
踊
り

ま
す
　
●
マ
ジ
ッ
ク・く
る
め
一
芸
会・

安
来
節
・
太
極
拳
・
雅
楽
の
集
い

＝
伝
統
あ
る
雅
楽
、
安
来
節
踊
り
、

マ
ジ
ッ
ク
、
太
極
拳
な
ど
、
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
演
芸
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い

　
●
吟
剣
詩
舞
の
集
い
＝
詩
吟
を

通
じ
、
日
本
の
文
化
の
素
晴
ら
し

さ
を
発
表
し
ま
す
。
各
サ
ー
ク
ル

会
員
の
独
吟
・
連
吟
・
合
吟
や
舞

い
。少
年
少
女
の
清
ら
か
な
吟
詠・

構
成
吟
は
詩
吟
詩
心
流
の
皆
さ
ん

が
演
じ
ま
す
。
尺
八
と
琴
の
音
に

合
わ
せ
た
吟
詠
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
　
●
い
き
い
き
演
芸
大
会
＝
市
内

　
の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
約
１
８
０
０

２７人
の
皆
さ
ん
が
、
生
き
が
い
活
動

と
し
て
励
ん
で
い
ま
す
。
芸
能
、

手
芸
、
体
力
づ
く
り
な
ど
の
成
果

を
２
日
間
に
わ
た
り
発
表
し
ま
す

　
●
ハ
ワ
イ
ア
ン
＆
フ
ラ
ダ
ン
ス

の
集
い
＝
ハ
ワ
イ
の
音
楽
と
ダ
ン

ス
を
ゆ
っ
た
り
と
お
楽
し
み
い
た

だ
け
る
１
日
で
す
。
市
内
で
活
動

す
る
６
団
体
、
総
勢
４
０
０
人
の

メ
ン
バ
ー
が
華
や
か
で
、
爽
や
か

な
舞
台
を
お
見
せ
し
ま
す
。
一
緒

に
ハ
ワ
イ
の
風
を
感
じ
ま
し
ょ
う

　
●
バ
レ
エ
＆
ダ
ン
ス
の
集
い
＝

さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
ダ
ン
ス

を
発
表
し
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
楽
し
く
踊
り
ま
す

　
●
コ
ー
ラ
ス
の
集
い
＝
合
唱
連

盟
加
盟
の
合
唱
団
だ
け
で
な
く
、

市
内
で
活
動
し
て
い
る
合
唱
団
が
、

年
に
一
度
、
練
習
成
果
を
発
表
し

合
う
、
楽
し
い
集
い
で
す
。
懐
か

し
い
歌
、
新
し
い
歌
な
ど
、　

の
１９

合
唱
団
の
個
性
豊
か
で
美
し
い
ハ

ー
モ
ニ
ー
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

　
●
邦
楽
の
集
い
＝
日
本
古
来
の

邦
楽
。 
筝 
、
尺
八
、
三
味
線
、
長

こ
と

唄
、 
端  
唄 
、
邦
楽
体
験
塾
の
市
内

は 
う
た

小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
が
頑
張
っ

て
演
奏
し
ま
す
。
心
に
染
み
る
和

楽
器
の
音
色
で
心
安
ら
ぐ
ひ
と
と

き
を
ど
う
ぞ

催

し

部

門

　
●
市
民
お
茶
会
＝
茶
道
会
合
同

の
立
礼
席
で
す
。
裏
千
家
、
表
千

家
、
大
日
本
茶
道
学
会
、
江
戸
千

家
、
各
流
派
別
に
お
手
前
を
行
い

ま
す
。
日
本
の
文
化
で
あ
る
茶
道

の
雰
囲
気
を
ぜ
ひ
体
験
し
ま
せ
ん

か
。
初
め
て
の
方
で
も
気
軽
に
入

席
で
き
ま
す

　
●
将
棋
大
会
（
小
・
中
学
生
の

部
）
＝
勝
っ
た
君
に
は
力
が
あ
る
。

敗
れ
た
君
に
は
夢
が
あ
る
。
覚
え

た
て
の
子
も
少
し
で
き
る
子
も
み

ん
な
集
ま
れ
。
問
い
合
わ
せ
は
小

町
谷
☎
４
２
７
・
８
５
１
３
へ

　
●
映
画
の
集
い
＝
写
真
家
の
本

橋
成
一
氏
が
音
楽
家
の
坂
本
龍
一

氏
と
組
み
「
い
の
ち
の
水
」
を
主

題
と
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の

傑
作『
ア
レ
ク
セ
イ
と
泉
』、１
９

５
９
年
に
作
ら
れ
た
ス
ペ
ク
タ
ク

ル
映
画
の
大
作
『
ベ
ン
・
ハ
ー
』

の
２
本
の
名
作
を
上
映
し
ま
す

　
●
朗
読
の
集
い
＝
「
朗
読
ひ
ま

わ
り
」「
語
り
の
会
き
ら
ら
」
ほ
か
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
朗
読
と 
群  
読 
を

ぐ
ん ど
く

お
届
け
し
ま
す
。
秋
の
午
後
の
ひ

と
と
き
、
ゆ
っ
た
り
と
楽
し
ん
で

お
聞
き
く
だ
さ
い

　
●
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
集
い
＝

古
く
か
ら
伝
え
ら
れ
て
き
た
、
世

界
各
地
の
民
族
舞
踊
を
そ
れ
ぞ
れ

の
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
大
き
な
輪
に
な
っ
て
一
緒

に
踊
り
ま
せ
ん
か
。
見
学
の
方
も

ど
う
ぞ

　
●
論
語
の
集
い
＝
今
こ
そ
孔
子

の
教
え
に
学
ぶ
。
物
に
栄
え
て
心

で
滅
び
る

　
●
囲
碁
大
会
＝
初
め
て
参
加
の

方
歓
迎
。
午
前
９
時
半
受
け
付
け

開
始
、
午
前
２
局
、
午
後
２
局
、

全
４
局
。
点
数
制
。
段
級
差　
点
。

１３

初
め
て
参
加
の
方
は
自
己
申
告
。

ジ
ゴ
白
勝
ち
、
点
数
順
に
３
組
に

分
け
各
優
勝
者
に
賞
品
有
り

　
●
将
棋
大
会
（
大
人
の
部
）
＝

日
本
の
伝
統
文
化
「
将
棋
」
を
地

域
に
広
め
よ
う
。
初
心
者
か
ら
有

段
者
ま
で
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
対
戦
方
法
は
Ａ
・
Ｂ
組
別
。

５
回
戦
点
数
制
。
２
位
ま
で
賞
状
、

５
位
ま
で
賞
品
。
参
加
費
無
料
。

直
接
会
場
へ
。
問
い
合
わ
せ
は
小

町
谷
☎
０
９
０
・
１
２
５
４
・
４

４
９
０
へ

　
●
社
交
ダ
ン
ス
の
集
い
＝
広
い

ホ
ー
ル
で
良
い
汗
を
。
お
一
人
で

も
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
費
は
１
人
５
０
０
円
。
東
久

留
米
駅
東
口
～
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
の
無
料
送
迎
バ
ス
有
り
。
主
催

は
東
久
留
米
市
ダ
ン
ス
連
盟
。
問

い
合
わ
せ
は
同
連
盟
・
横
山
☎
０

９
０
・
６
５
１
６
・
１
９
０
５
へ

展

示

部

門

　
●
華
道
＝
古
典
花
、
盛
花
、
投

入
、
自
由
花
な
ど
、
流
派
を
問
わ

ず
、
日
本
古
来
の
伝
統
あ
る
生
け

花
の
美
し
さ
を
、
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く

だ
さ
い
。
触
れ
合
い
の
場
、
ロ
ビ

ー
で
の
出
合
い
を
心
か
ら
お
待
ち

し
て
い
ま
す

　
●
書
道
・
ペ
ン
習
字
・ 
篆  
刻 
＝

て
ん こ
く

中
国
・
日
本
四
千
年
の
歴
史
を
新

し
く
再
現
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
高

覧
く
だ
さ
い
。
ペ
ン
習
字
・
篆
刻

の
素
晴
ら
し
い
作
品
も
お
楽
し
み

く
だ
さ
い

　
●
市
内
中
学
校
生
徒
作
品
＝
市

内
中
学
校
の
生
徒
の
市
民
文
化
祭

ポ
ス
タ
ー
応
募
作
品

　
●
美
術
＝
絵
を
描
く
楽
し
み
は

自
然
の
中
に
、
ま
た
日
々
の
生
活

の
中
に
見
つ
か
り
ま
す
。
目
に
映

　
文
化・芸
術
の
秋
で
す
。第　
回
市
民
文
化
祭
が　
月　
日（
土
）

４４

１０

１８

～　
月　
日
（
休
）
に
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
開
催
さ
れ

１１

２４

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
の
活
動
の
成
果
を
披
露
し
ま
す
。

力
作
や
名
演
技
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
各
種
催
事
の
日
程
は
左
表
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
市
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
（
市
文
化
協
会
事
務
局
）

☎
４
７
７
・
４
７
０
０
へ
。

る
も
の
、
心
に
思
う
も
の
、
そ
の

感
動
や
情
熱
を
絵
に
描
く
。
そ
の

表
現
方
法
は
い
ろ
い
ろ
で
、
油
絵
、

日
本
画
、
水
墨
、
水
彩
、
パ
ス
テ

ル
、
俳
画
な
ど
多
種
多
様
で
す

　
●
陶
芸
＝
個
々
の
作
品
に
思
い

を
込
め
て
土
を
こ
ね
、
土
の
温
か

み
に
接
し
、
手
作
り
の
良
さ
を
感

じ
つ
つ
、
楽
し
み
な
が
ら
作
り
上

げ
た
花
器
、
茶
器
、
つ
ぼ
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
個
性
あ
ふ
れ
る
作
品

が
展
示
さ
れ
ま
す
。
心
和
む
ひ
と

と
き
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い

　
●
写
真
＝
テ
ー
マ
は
『
地
球
は

い
ま
』。
写
真
と
は
、
哲
学
で
す
。

被
写
体
に
ピ
ン
ト
を
合
わ
せ
た
と

き
、
そ
こ
か
ら
作
品
が
生
ま
れ
ま

す
。
今
年
も
久
留
米
西
高
等
学
校

写
真
部
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
す

　
●
手
工
芸
＝
押
し
花
絵
、
木
目

込
み
人
形
、
手
編
み
、
革
小
物
、

ち
ぎ
り
絵
、
切
り
絵
、
パ
ッ
チ
ワ

ー
ク
、
板
彫
な
ど
１
２
０
点
を
超

え
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
作
品
を
展
示

し
ま
す
。
い
ず
れ
も
創
る
喜
び
に

満
ち
た
、
心
の
ぬ
く
も
り
が
伝
わ

る
手
作
り
の
作
品
で
す

　
●
盆
栽
＝
今
、
外
国
人
観
光
客

が
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
盆

栽
愛
好
家
も
海
外
に
広
ま
っ
て
い

ま
す
。
日
本
の
素
晴
ら
し
さ
は
外

国
人
の
心
を
つ
か
む
「
オ
モ
テ
ナ

シ
」
の
精
神
の
よ
う
で
す
が
、
盆

栽
は
日
本
人
・
外
国
人
に
共
通
し

て
、
心
に
風
情
を
感
じ
さ
せ
て
く

れ
ま
す
。
皆
さ
ん
も
盆
栽
に
語
り

掛
け
て
み
て
く
だ
さ
い

　
●
絵
手
紙
＝
絵
手
紙
は
、
絵
に

添
え
た
手
紙
で
す
。
心
を
つ
な
ぐ

絵
手
紙
は
愛
好
者
も
増
え
て
い
ま

す
。
季
節
ご
と
に
身
の
周
り
の
モ

チ
ー
フ
で
個
性
あ
ふ
れ
る
絵
を
描

い
て
い
ま
す
。
下
手
で
い
い
。
下

手
が
い
い
。
世
界
に
た
だ
一
つ
の

絵
を
相
手
に
伝
え
る
こ
と
が
最
大

の
目
的
で
す

　
●
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の

ポ
ス
タ
ー
展
示
＝
法
務
省
主
唱
に

よ
る
「
第　
回
社
会
を
明
る
く
す

６４

る
運
動
」
の
一
環
と
し
て
、
犯
罪

の
な
い
明
る
い
東
久
留
米
の
町
づ

く
り
を
目
指
し
て
、
市
内
７
中
学

校
の
生
徒
が
描
い
た
ポ
ス
タ
ー
で

す

「第４４回市民文化祭」日程（会場：★は「生涯学習センター」で開催）
展示の部ホ－ル発表・催しの部日　程

★華道…ロビー

展
示
時
間
は
午
前　

時
～
午
後
５
時
。
た
だ
し
、
日
曜
日
は
午
後
４
時
ま
で
。

１０

★将棋大会（小・中学生の部）
…学習室１・２午前９時～午後１時

１０月１８日（土）

★市民お茶会…２階ロビー午前１０時～午後４時

★オープニング式典・特別企
画
（都立東久留米総合高校筝
曲部、文化協会主催子ども・
大人落語体験塾生によるミ
ニ寄席、男声コーラスダン
ディーズ）･･･ホール

午後１時から

★音楽の集い…ホール午後１時～５時 １０月１９日（日）

★書道・ペン習字・
篆刻
　　…学習室

★市内中学生
市民文化祭ポス
ター展示
…ロビー

 １０月２１日（火）

 １０月２２日（水）

 １０月２３日（木）

 １０月２４日（金）

★歌謡の集い…ホール午前９時４５分
　　～午後６時半 １０月２５日（土）

★民謡・民舞の集い…ホール午前９時～午後６時
１０月２６日（日）

映画の集い
…中央図書館視聴覚ホール

午前１０時～正午
午後１時～５時

★美術…学習室

★陶芸…創作室

★写真…ロビー

 １０月２９日（水）

★大正琴の集い…ホール午後１時～４時 １１月１日（土）

★太鼓と阿波踊りの集い
…ホール午後１時～６時

１１月２日（日） 朗読の集い
…中央図書館視聴覚ホール午後２時～４時

フォークダンスの集い
…第三小学校体育館

正午～午後３時
（受け付け午前１１時半～）

★舞踊の集い…ホール午前１１時
　　　～午後４時半 １１月３日（祝）

★手工芸・盆栽・
　絵手紙・高崎市
文化協会榛名支部
作品展
･･･学習室

★社会を明るくす
る運動のポスター
展示
…ロビー

 １１月５日（水）

 １１月６日（木）

 １１月７日（金）

★マジック・くるめ一芸会・安来節・
太極拳・雅楽の集い…ホール

午後１時
　　　～５時半 １１月８日（土）

★吟剣詩舞の集い…ホール午前１０時～午後５時 １１月９日（日）

★いきいき演芸大会
…ホール午前１０時～午後４時 １１月１２日（水）

★いきいき演芸大会
…ホール午前１０時～午後４時 １１月１３日（木）

★ハワイアン＆フラダンス
の集い…ホール午前１１時～午後５時

 １１月１５日（土）
論語の集い
…中央図書館視聴覚ホール午後１時～３時

★バレエ＆ダンスの集い
…ホール

午後５時～１０時
（開場午後４時半～） １１月１６日（日）

★コーラスの集い…ホール午後１時～５時１１月２２日（土）

★邦楽の集い…ホール午前１１時～午後５時

１１月２３日（祝） ★囲碁大会…音楽室午前１０時～午後４時

★将棋大会（大人の部）…学
習室１・２

午前９時
　　　～午後４時半

社交ダンスの集い
…スポーツセンター第一体育室

午後０時半
　　　～４時半１１月２４日（休）
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